
財務諸表に対する注記 

１．重要な会計方針 

（１）固定資産の減価償却の方法 

   定額法を採用している。 

（２）リース取引の処理方法 

   ファイナンスリース取引 

   リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンスリース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

（３）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税込み方式を採用している。 

 

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

  基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

特定資産 

 建    物 

 会館改修引当資産 

施設整備引当資産 

創立 60 周年記念事業引当資産 

災害対策積立資産 

不動産の日記念事業引当預金 

事務機器更新引当資産 

事務機器・備品整備引当資産 

 

63,703,239 

30,811,646 

8,466,891 

3,800,000 

2,933,686 

1,600,000 

2,610,148 

 

21,148,050 

6,771,416 

9,531 

2,200,000 

504,165 

400,000 

0 

5,700,000 

 

3,934,897 

2,560,000 

8,476,422 

0 

0 

0 

2,610,148 

0 

 

80,916,392 

35,023,062 

0 

6,000,000 

3,437,851 

2,000,000 

0 

5,700,000 

     合計 113,925,610 36,733,162 17,581,467 133,077,305 

  備考 

   会館改修引当資産：会館の改修費用に備えるために計上している。 

  事務機器・備品整備引当資産：会館研修室・会議室にある机、椅子及びパソコンサーバー等の経                

年劣化による買換・ＩＴシステム構築のための費用に備えるため 

に計上している。        

創立 60 周年記念事業引当金：創立６０周年記念講演及び祝賀会を開催するための費用に備える

ために計上している。 

不動産の日記念事業引当預金：創立６０周年記念の年度において不動産の日記念事業を開催する

ための費用に備えるために計上している。 



３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科目 当期末残高 (うち指定正味財

産からの充当額) 

(うち一般正味財産

からの充当額) 

(うち負債に対応

する額) 

特定資産 

 建物 

 会館改修引当資産 

創立 60周年記念事業引当資産 

災害対策積立資産 

不動産の日記念事業引当預金 

事務機器・備品整備引当資産 

 

80,916,392 

35,023,062 

6,000,000 

3,437,851 

2,000,000 

5,700,000 

 

（4,110,257） 

 

 

（76,806,135） 

（35,023,062） 

（6,000,000） 

（3,437,851） 

（2,000,000） 

（5,700,000） 

 

合 計 133,077,305 （4,110,257） （128,967,048）  

 

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高（直接法により減価償却を行っている場合） 

固定資産の取得価額、減価償却累計額当期末残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建  物 

構 築 物 

什器備品 

ソフトウェア 

197,201,066 

6,478,615 

  18,106,390 

5,186,395 

116,284,674 

4,051,600 

15,969,769 

4,563,061 

80,916,392 

2,427,015 

2,136,621 

623,334 

合 計 226,972,466 140,869,104 86,103,362 

 

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期増減額及び残高 

補助金等の内訳並びに交付者、当期増減額及び残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

補 助 金 等 

の 名 称 
交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

貸借対照表の

記載区分 

富山県不動産

流通センター

建設費補助金 

富山県 

富山市 

4,515,257 

 

0 405,000 4,110,257 指定正味財産 

合 計 4,515,257 0 405,000 4,110,257  

 

 



６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

内 容 金 額 

経常収益への振替額 

減価償却計上による振替額 

 

 

405,000 

合 計 405,000 

 

 

付属明細書 

１．特定資産の明細   

  特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。 

２．引当金の明細 

  該当なし 

 


